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平成 26 年 10 月

行
事
予
定

詩
吟
体
験
教
室
　Let's SHIGI

〜N!

　

日
時　

10
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

　

場
所　
カ
ト
リ
ッ
ク
茅
ヶ
崎
教
会
ヨ
ゼ
フ
会
館
101

第
125
回
全
国
吟
道
大
会

　

日
時　

10
月
19
日
（
日
）
開
会
９
時
30
分

　

場
所　

三
島
市
民
文
化
会
館

普
及
の
為
の
吟
詠
発
表
会

　

日
時　

10
月
25
日
（
土
）
開
会
13
時

　

場
所　

関
東
学
院
大
学

鎌
倉
市
詩
吟
詩
舞
連
盟
秋
季
大
会

　

日
時　

10
月
30
日
（
木
）
開
会
10
時

　

場
所　
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
き
ら
ら
鎌
倉
）

現
代
名
吟
鑑
賞
会

　

日
時　

11
月
１
日
（
土
）
開
会
13
時

　

場
所　

日
本
教
育
会
館

葉
山
町
文
化
祭

　

日
時　

11
月
３
日
（
月
）
開
会
13
時

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
ホ
ー
ル

逗
子
市
詩
吟
詩
舞
連
盟
秋
季
発
表
大
会

　

日
時　

11
月
19
日
（
水
）
開
会
９
時

　

場
所　
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
・
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

神
静
地
区
吟
道
講
座

　

日
時　

11
月
24
日
（
月
・
祝
）

　

場
所　

三
島
市
民
文
化
会
館

碩
心
会 

吟
詠
と
詩
舞
の
集
い

　

日
時　

11
月
29
日
（
土
）
開
会
10
時
15
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
ホ
ー
ル

　

詩
吟
を
生
涯
の
趣
味

と
し
て
自
身
に
言
い
聞

か
せ
て
す
で
に
何
年
に

な
る
か
、
詩
吟
に
巡
り

合
い
、
詩
吟
学
院
の
会

族
の
理
解
が
感
じ
ら
れ
て
羨
ま
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

家
族
と
の
絆
の
太
さ
は
肉
親
と
し
て
の
絆
の
他
に

外
で
の
故
人
の
活
躍
ぶ
り
も
何
か
に
つ
け
て
家
族
に

も
理
解
し
て
頂
か
な
い
と
、
自
分
自
身
の
人
生
の
中

で
終
焉
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
何
を
し
て
き
た
の

か
、
何
を
し
た
か
っ
た
の
か
、
何
を
成
し
遂
げ
た
の

か
、
娘
に
は
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
一
番
身
近
な
家
族
に
知
っ
て
お
い
て
も
ら
い

た
い
と
願
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

家
族
の
方
々
の
対
応
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、

家
族
へ
の
理
解
と
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
方
法
は
千

差
万
別
で
す
。

　

是
非
ご
家
族
を
温
習
会
や
文
化
祭
等
に
誘
っ
て
み

て
下
さ
い
、
舞
台
で
の
堂
々
と
、
あ
る
い
は
華
麗
な

姿
を
見
て
い
た
だ
い
た
ら
、
又
見
直
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ご
家
族
と
の
絆
を
大
切
に
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。

　

詩
吟
と
家
族
の
絆

　
　
　
　

副
会
長
（
兼
）
企
画
部
長　

上
村 

岳
章

員
に
な
っ
て
か
ら
、
何
年
目
か
の
あ
る
時
こ
の
趣
味

は
自
身
に
と
っ
て
一
生
の
趣
味
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
自
分
を
家
族
は
果
た
し
て
ど
う
思
っ
て
い

た
の
か
、
と
思
う
と
少
々
疑
問
で
あ
る
。

　

よ
く
聞
く
話
に
教
室
の
指
導
者
の
先
生
が
亡
く

な
っ
た
後
で
ご
家
族
が
故
人
の
活
躍
ぶ
り
を
生
徒
の

方
々
に
聞
か
さ
れ
大
変
驚
き
「
初
め
て
知
り
ま
し
た
」

等
の
話
を
聞
き
ま
す
。

　

今
回
の
岳
風
忌
に
は
長
年
ご
活
躍
さ
れ
た
千
葉
岳

関
先
生
が
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。

　

直
会
の
席
上
で
同
じ
合
祀
さ
れ
た
方
の
ご
家
族
の

方
々
の
お
話
を
聞
く
に
つ
け
、
生
前
の
活
躍
や
ご
家

れ
っ

つ
　

し
　

ぎ
　

〜
　

ん
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８
月
23
日
（
土
）
標
記
講
座
が
葉
山
町
福
祉
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
挨
拶
で
外
部
講
師

の
半
間
先
生
は
玉
峯
吟
詠
会
に
所
属
し
数
年
前
に
漢

詩
５
名
、
和
歌
５
名
が
選
ば
れ
る
全
国
優
秀
吟
者
十

傑
に
選
ば
れ
て
い
る
旨
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
講
、
行
谷
隆
岳
先
生
に
よ
り
漢
詩
「
半
夜
」

「
漫
述
」
に
つ
い
て
一
、
高
音
・
中
音
・
低
音
の
音
位
、

高
低
・
強
弱
の
ア
ク
セ
ン
ト
、
三
、
余
韻
、
四
、
詩

情
等
の
四
つ
に
つ
い
て
、
特
に
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い

て
詳
細
に
説
明
が
あ
り
、
斬
新
な
講
義
と
の
所
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
講
、
上
村
副
会
長
に
よ
る
俳
諧
歌
「
直
ぐ

な
る
も
」「
降
り
な
が
ら｣

に
つ
い
て
指
導
が
あ

り
、
俳
諧
歌
は
和
歌
と
同
じ
五
七
五
七
七
の
形
態
で

す
が
、
世
の
中
を
斜
め
に
見
て
の
題
材
で
、
吟
じ
方

と
し
て
は
和
歌
で
あ
り
な
が
ら
俳
句
に
近
い
や
り
方

で
、
軽
や
か
に
詠
じ
た
方
が
よ
い
旨
の
説
明
が
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
吟
詠
と
と
も
に
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

　

第
三
講
、
外
部
講
師
半
間
岳
雨
先
生
に
よ
る
和
歌

「
火
に
焼
か
れ
」「
白
鳥
は
」
に
つ
い
て
指
導
が
あ
り
、

火
に
焼
か
れ
の
部
分
は
序
詠
・
本
詠
と
も
に
し
っ
か

り
母
音
を
伸
ば
す
、
枯
れ
ぬ
若
桐
の
本
詠
部
分
は
和

歌
ら
し
く
上
げ
る
等
の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
四
講
、
内
山
会
長
に
よ
る
近
代
詩
「
草
枕
」
の

指
導
が
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
説
明
と
情
感
豊

か
な
吟
詠
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

吟
は
正
し
く
発
音
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
も
大
切
だ

が
、
吟
全
体
と
し
て
の
吟
じ
方
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
も
大
切
で
あ
る
の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
、
有
友
氏
か
ら
半
間
先
生
に
十
傑
に

な
っ
た
要
因
は
の
質
問
に
、「
私
の
声
は
地
味
で
映

え
な
い
し
、
玉
峯
吟
詠
会
で
も
十
傑
に
ビ
ッ
ク
リ
し

て
い
ま
す
。
全
国
を
指
導
し
て
お
ら
れ
た
恩
師
が
６

年
前
に
死
去
さ
れ
、
以
降
心
を
入
れ
直
し
て
人
の
心

に
響
く
吟
を
目
指
し
て
努
力
し
た
事
が
入
賞
の
原
因

と
思
っ
て
い
る
」。
常
盤
氏
の
伝
段
位
の
錬
度
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
内
山
会
長
か
ら
『
審
査
に
お
け

る
伝
段
位
の
練
度
は
、
技
術
的
に
は
受
審
す
る
こ
と

に
よ
り
吟
力
は
段
階
的
に
向
上
す
る
が
、
精
神
的
面

で
は
、
例
え
ば
総
伝
は
「
最
高
伝
位
者
に
相
応
し
い

人
格
を
有
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、こ
こ
で
言
う
「
人

格｣

と
は
何
か
個
々
に
考
え
て
欲
し
い
』
の
応
答
が

あ
り
終
了
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

高
見

　
第
五
回 

尚
歯
会
神
奈
川
吟
詠
大
会

　

碩
心
会
夏
季
吟
道
講
座

年
齢
の
方
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
私
は
初
め
て
の
出

吟
で
楽
し
み
の
中
に
も
緊
張
し
た
気
持
ち
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
独
吟
が
始
ま
り
、
私
は
３
番
目
に
出
吟

し
全
国
の
会
員
の
前
で
吟
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
最
年
少
で
の
参
加
で
し
た
が
沢
山
の
先
輩

の
吟
を
聞
く
こ
と
が
で
き
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
た
と
え
ば
、
息
継
ぎ
、
一
つ
の
言
葉
な
ら
続
け

て
、
二
句
三
息
で
き
ち
ん
と
吟
じ
て
い
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
同
じ
節
調
で
も
吟
者
に
よ
っ
て
様
々
な
吟
じ

方
が
あ
る
の
だ
と
。
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
練
習
に
良

い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　

青
年
の
独
吟
の
ほ
か
、
構
成
吟
や
過
去
に
全
国
優

秀
吟
者
の
大
会
に
出
場
し
た
方
の
素
晴
ら
し
い
吟
も

聴
く
こ
と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
充
実
し

た
大
会
で
し
た
。
今
回
は
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
吟
に
生
か
し

先
輩
の
よ
う
な
優
秀
な
吟
者
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

平
成
26
年
８
月

９
日
（
土
）
東
京

の
小
岩
ア
ー
バ
ン

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
世

代
の
人
か
ら
青
年

OB
ま
で
の
幅
広
い

　

９
月
25
日
（
木
）
神
奈
川
公
会
堂
に
於
い
て
、
標

記
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
認
可
19
団
体
の
出
場
者
は

550
名
を
超
え
、
会
場
は
尚
歯
会
が
標
榜
す
る
年
輪
響

の
熱
気
に
溢
れ
、
出
吟
者
の
最
高
齢
は
97
歳
の
女
性

と
の
紹
介
に
万
雷
の
拍
手
。

　

午
後
の
部
に
先
立
っ
て
、
木
部
岳
圭
理
事
長
が
特

別
企
画
「
初
心
者
指
導
・
普
及
奨
励
の
た
め
に
」
と

題
し
て
富
士
山
の
吟
じ
方
を
直
々
に
講
義
さ
れ
、
一

般
会
員
に
と
っ
て
滅
多
に
な
い
機
会
を
得
た
。
挨
拶

の
中
で
は
「
独
吟
は
所
属
す
る
団
体
の
吟
力
を
表
わ

し
、合
吟
は
心
を
表
わ
す
」
と
言
及
、こ
の
心
構
え
は
、

示
唆
に
富
む
言
葉
と
強
く
心
に
受
け
止
め
た
。
常
盤

　

第
二
回 

全
国
青
年
吟
道
大
会
に
出
吟
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
洋
支
部　

松
浦 

み
づ
き
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
便
り

　
「
今
ま
で
逗
子
や
葉
山
で
開
催
し
て
き
た
が
、
一

度
横
浜
で
も
や
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」

　

普
及
部
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
７
月
19
日
午
後
１

時
よ
り
横
浜
市
東
戸
塚
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
詩
吟
体
験
教
室
（
レ
ッ
ツ
詩
吟
）」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

上
村
岳
章
講
師
か
ら
漢
詩
「
名
槍
日
本
号
」
和
歌

「
白
鳥
は
」
に
つ
い
て
、
懇
切
丁
寧
な
指
導
が
行
わ

れ
た
。
講
師
の
手
書
き
に
よ
る
詩
文
・
画
、
特
に
澄

み
渡
る
空
の
青
さ
に
も
海
の
青
さ
に
も
染
ま
る
こ
と

な
く
漂
う
白
鳥
の
姿
に
は
心
癒
さ
れ
た
。

　

大
き
な
声
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
発

散
で
き
る
。
腹
式
呼
吸
に
よ
り
健
康
増
進
に
役
立
つ
。

漢
詩
・
和
歌
・
俳
句
・
近
代
詩
等
、
先
人
の
残
し
た

優
れ
た
文
化
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
養
が
自

然
と
身
に
付
く
。
吟
詠
大
会
は
じ
め
各
種
行
事
を
通

じ
、
親
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
が
あ
る
等
、
よ
く
あ

げ
ら
れ
る
詩
吟
の
効
能
で
あ
る
。
私
は
時
間
や
場
所

を
選
ば
ず
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
声
が
出
せ
、
荷
物

に
な
ら
な
い
の
が
最
大
の
長
所
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

当
日
参
加
さ
れ
た
初
心
者
４
名
の
方
の
心
に
は
、

詩
吟
が
ど
の
よ
う
に
届
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
詩

吟
体
験
教
室
が
詩
吟
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
﹃
レ
ッ
ツ
詩
吟
﹄
横
浜
に
て
初
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
和
支
部　
　

鴨
原
隆
岳

　

去
る
７
月
10
日
、
南
郷
中
学
校
で
詩
吟
体
験
学
習
が

行
わ
れ
た
。
同
校
の
福
祉
教
育
の
一
環
と
し
て
地
域
の

人
達
と
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で
、
葉
山
町
の
20
団
体

程
の
各
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
た
。
詩
吟
は
２
年
生
の
男

子
４
名
が
出
席
。
は
じ
め
に
国
語
の
教
科
書
で
習
い
は

じ
め
た
「
春
望
」
を
加
藤
岳
洵
先
生
が
指
導
。
漢
詩
の

歴
史
、
杜
甫
の
人
物
像
、
訓
読
の
為
の
送
り
仮
名
、
反

り
点
（
レ
点
、
一
・
二
点
、
上
下
点
）
等
の
説
明
を
し
、

吟
詠
を
指
導
し
た
後
、
春
望
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
情
景
描
写
を

鑑
賞
、
詩
情
を
感
じ
取
っ
た
。
次
に
「
奥
の
細
道
よ
り

平
泉
」
を
上
村
岳
章
先
生
が
指
導
。「
春
望
」
か
ら
の
引

用
文
等
の
説
明
を
し
朗
詠
指
導
し
た
。
最
後
に
受
講
生

　

葉
山
の
南
郷
中
学
校
で
詩
吟
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　

青
少
年
部
長　
　

加
藤
岳
美

４
名
の
自
作
の

俳
句
を
披
露
し

て
も
ら
い
、
上

村
講
師
が
符
付

を
し
朗
詠
法
を

勉
強
し
た
後
に
、

一
人
ひ
と
り
が

発
声
し
自
作
の

俳
句
を
声
を
出

し
て
朗
詠
す
る

事
の
新
鮮
な
喜

び
を
感
じ
取
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　
　

解
析
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直

し
を
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
解
析
結
果
で
は
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
地
域

と
し
て
神
奈
川
（
150
）、
栃
木
（
41
）、
東
京
（
33
）、

愛
知
（
17
）、
千
葉
（
14
）、
長
崎
（
10
）
等
広
範
囲

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
で
の
閲
覧
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
に
示
す
直
帰
率
（
１
ペ
ー
ジ
閲
覧
後
、
離
脱
し

て
し
ま
う
ユ
ー
ザ
ー
の
割
合
）
は
、
40
％
未
満
に
な

る
の
が
理
想
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
干
オ
ー
バ
ー
し

て
い
る
の
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
や
デ
ザ
イ
ン
を
見
直
す

時
期
に
来
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

新
規
訪
問
率
が
50
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
詩
吟

に
限
定
さ
れ
た
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
期
に
詩
吟
を
通
し
て
広
く
興
味
を
共
感
し

合
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
仕
上
げ
、

新
規
訪
問
率
ア
ッ
プ
を
目
標
に
掲
げ
て
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森

訪 問 回 数 313
ペ ー ジ 閲 覧 数 2,121
新規訪問率 40.26%
直 帰 率 44.09%



碩心 （せきしん）（ No. ４２5）

ー 4 ー

　

初
め
て
の
詩
吟
を
聴
い
た
の
は
、
入
学
し
た
高
校

の
ク
ラ
ブ
紹
介
で
の
事
。
漢
詩
を
朗
々
と
吟
じ
る
先

輩
諸
氏
の
姿
と
、
伝
統
文
化
に
触
れ
る
魅
力
に
入
会

を
決
意
。
お
よ
そ
詩
吟
と
は
結
び
つ
き
そ
う
も
な
い

細
く
小
さ
い
声
か
ら
の
出
発
で
し
た
。

　

優
し
い
師
、
楽
し
い
練
習
。
比
し
て
厳
し
か
っ
た

昇
段
審
査
。
絶
句
＝
吟
終
了
、
安
定
し
な
い
吟
＝
強

制
終
了
。
張
り
詰
め
た
空
気
の
漂
う
審
査
会
で
し
た
。

吟
じ
通
せ
て
も
昇
段
出
来
な
い
人
も
、
と
の
話
。

　

然
し
、
雅
号
は
会
長
が
思
い
を
込
め
て
各
々
に
授

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
奥
伝
に
昇
伝
時
、
私
は
「
大

丈
夫
、
頑
張
れ
！
」
と
の
言
葉
と
共
に
「
興
世
」
の

雅
号
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

四
つ
の
流
派
を
経
て
辿
り
着
い
た「
岳
風
会
」。『
流

派
は
違
え
ど
、
初
心
忘
れ
ず
』
と
の
思
い
か
ら
、
岳

風
会
に
て
奥
伝
に
昇
伝
の
折
、
再
び
、「
世
」
の
文

字
を
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

吟
詠
の
難
し
さ
に
悪
戦
苦
闘
の
日
々
で
す
が
、
そ

れ
に
勝
る
の
は
『
吟
じ
る
醍
醐
味
』
で
す
。

　

こ
れ
よ
り
先
は
、
詩
情
を
よ
り
深
く
表
現
出
来
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
通
算
20
年
に
及
ぶ
ブ
ラ
ン
ク
を

埋
め
て
参
り
ま
す
。
大
勢
の
皆
様
と
共
に
、
大
好
き

な
詩
吟
の
世
界
に
浸
っ
て
い
た
い
私
で
す
。

会　員　の　動　き
＊入会（８月１日付）
　230 作

さくやま

山ミツ（真澄）　紹介者 小俣信子
　逗子市久木 8-12-11 電話 046-872-0316
＊入会（９月１日付）
　231 金

か ね こ

子笑
え み こ

美子（幸和）　紹介者 本多菊泉
　横浜市港南区丸山台 3-30-1 電話 045-843-5322
　232 雲

く も い

居隆
りゅうえい

栄（真名瀬）　紹介者 鈴木岳賢
　横須賀市武 3-17-12 ネアポリス湘南 909 電話 090-1532-1566
　233 小

こばやし

林ふみ（真名瀬）　紹介者 普及部
　葉山町一色 2444-5 ルックハイツ 307 電話 046-875-4992
　234 清

し み ず

水淳
じゅんこ

子（渚）　紹介者 原田岳義
　逗子市桜山 5-12-10-402 電話 090-7013-1114
　235 北

きたもと

本綾
あ や こ

子（渚）　紹介者 伊藤琴泉
　横浜市栄区野七里 2-9-17 電話 045-893-3016
　236 中

な か や

谷惠
け い こ

子（渚）　紹介者 伊藤琴泉
　横浜市金沢区能見台 5-61-1-301 電話 080-1091-5691
＊退会
 　 31 水上岳昌（真澄） 　169 有田暢泉（渚）
　172 白石雅山（渚）　  181　島袋泰成（相洋）
　191 永田穂泉（長柄）　209 関水滄岳（一色） 

　
　

編
集
後
記

　 26 年 9 月 1 日現在 会員数
 葉山地区 ７２名
 逗子地区 １１６名
 合　　計 １８８名

　

テ
ニ
ス
の
全
米
オ
ー
プ
ン
戦
で

日
本
人
初
の
準
優
勝
を
果
た
し
た

錦
織
選
手
、試
合
後
の
会
見
で「
決

勝
の
舞
台
で
力
を
出
せ
な
か
っ
た

の
は
悔
し
い
」
と
の
発
言
に
「
無

心
」
で
戦
う
こ
と
の
難
し
さ
を
痛

感
し
た
。

　

秋
に
は「
吟
詠
と
詩
舞
の
集
い
」

を
は
じ
め
様
々
な
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
詩
の
心
も
無
心
に
精
一

杯
詠
じ
た
い
。　
　
　

広
報
部

　

雅
号
の
由
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
よ
い
支
部　

菊
池
世
岳

第 34 回 碩心会温習会 会計報告
科 　 目 決 算 額 摘　　要

収
入
の
部

出 吟 料 160,000 円 1,000 円 ×160 名
懇 親 会 119,000 円 1,000 円 ×119 名
大 会 補 助 金 60,000 円 本部より補助金
合 計 339,000 円

支
出
の
部

会 場 費 28,545 円 ホール、大会議室、設備使用料
弁 当 代 109,946 円 弁当、お茶
飲 食 費 63,494 円 飲み物、ピザ、寿司、その他
プ ロ グ ラ ム 38,979 円 プログラム 250 部
コンクール経費 20,324 円 表彰状、詩文集、参加賞
傷 害 保 険 4,320 円
文具・印刷費 7,216 円 コピー、事務用品
雑 費 37,789 円 会議費、会場費、運送費、交通費
本 部 会 計 返 金 28,387 円
合 計 339,000 円

“みんな”で 増やそう新会員


